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【主な研究成果】
本研究は，メカニカルアロイングプロセスで創製された様々な粉末を放電プラズマ焼結プロセスでバルク化して作製されたマグネシウム基粉末冶金材の組織を解析し，力学的特性との関係を明らかにすることを目的としている。
本年度は昨年度からの継続研究として引き続き電子顕微鏡を用いた組織解析，すなわち結晶粒サイズ，分散粒子の化学組成の同定，分散粒子の分散状態の調査をした。

【今後の展望】
[bookmark: _GoBack]合金設計においては，受け入れ担当者の河村先生の豊富な経験と知識が必要不可欠である。合金設計を基に材料創製する際，最適化されたプロセス設計，すなわち粉末冶金プロセス条件から要求される機械的性質を引き出すためには，機械的性質と組織との対応関係を詳細に検討する必要がある。そのためには，引き続き熊本大学先進マグネシウム国際研究センターが保有する種々の電子顕微鏡を使用した組織解析を行う必要がある。

【具体的な成果】
・振動型ボールミルによるMM-SPSプロセスで作製した純マグネシウムの諸特性，伊野宮匠，久保田正広，井上晋一，河村能人，軽金属，72 (2022)，pp.127-132.
・MA-SPSプロセスを利用したMg-Ti系材料の創製とその特性，伊野宮匠，久保田正広，井上晋一，河村能人，軽金属，72 (2022)，pp.661-668.
・粉末冶金法で作製したMgO生成による純マグネシウムの高硬度化，伊野宮匠，久保田正広，粉体および粉末冶金，70 (2023)，pp.3-7.
・MA-SPSプロセスで創製したMg-Al合金の硬さ，田中拓海，久保田正広，軽金属，73 (2023)，pp.24-30．
・MM-SPSプロセスで作製した純マグネシウムの硬さに及ぼす焼結保持時間の影響，伊野宮匠，
久保田正広，軽金属，73 (2023)，pp.491-496.
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